
２
月

12日
午
前
「
県
本
部

22中
央
委
員
会
」
を
ｗ
ｅ
ｂ

併
用
で
開
催
し

18単
組

43人

が
参
加
。
《
報
告
》
①

21秋

季
年
末
の
経
過
到
達
・
教
訓

課
題
、
②
中
間
決
算
、
③
会

計
監
査
、
《
提
案
》
①

22春

闘
～
夏
季
の
要
求
実
現
・
組

合
加
入
方
針
、
②
県
本
部
書

記
局
規
定
改
定
な
ど
執
行
部

が
提
案
。
単
組
と
部
評
か
ら

17人
が
発
言
し
、
す
べ
て
の

報
告
・
提
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

方
針
で
は
、
重
点
要
求
と

し
て
、
①
賃
金
底
上
げ
、
初

任
給
改
善
、
期
末
手
当
不
利

益
不
遡
及
、
昇
給
昇
格
改
善
、

②
労
働
時
間
管
理
、
長
時
間

労
働
、
人
員
確
保
、
③
子
育

て
・
疾
病
治
療
な
ど
の
両
立

支
援
、
感
染
対
策
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
対
策
、
④
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
、
⑤
公
共
事

業
所
労
働
者
の
賃
金
労
働
条

件
・
職
場
改
善
・
人
材
確
保
、

⑥
労
使
関
係
構
築
を
あ
げ
、

ケ
ア
労
働
者
の
処
遇
改
善
に

と
り
く
む
こ
と
を
提
起
し
、

こ
れ
ら
を
労
働
組
合
の
３
つ

の
原
点
で
、
改
善
を
要
求
す

る
こ
と
を
確
認
。
ま
た
春
の

組
織
拡
大
集
中
期
間
を
設
定

し
、
要
求
活
動
と
組
織
拡
大

の
前
進
へ
、
目
標
設
定
と
準

備
の
具
体
化
を
説
明
。
新
採

職
員
に
は
「
要
求
課
題
」

「
青
年
交
流
」
に
重
き
を
置

い
た
説
明
、
創
意
工
夫
に
よ

る
組
合
説
明
会
の
実
施
、
年

齢
が
「
近
い
」
青
年
組
合
員

や
、
地
域
が
「
近
い
」
先
輩

組
合
員
な
ど
、
多
彩
な
仲
間

の
協
力
を
得
て
職
場
か
ら
組

合
と
組
合
員
の
姿
が
見
え
る

活
動
を
重
視
す
る
こ
と
な
ど

を
提
起
。
ま
た
未
加
入
者
に

は
「
学
習
会
・
説
明
会
」
を

通
じ
て
、
仕
事
の
あ
り
方
、

雇
用
・
賃
金
労
働
条
件
な
ど
、

処
遇
改
善
へ
組
合
加
入
を
勧

め
る
こ
と
な
ど
を
提
起
。
助

け
合
い
の
自
治
労
連
共
済
を

前
面
に
押
し
出
し
、
「
共
済

プ
レ
ゼ
ン
ト
」
の
積
極
的
な

活
用
な
ど
も
提
案
し
ま
し
た
。

１
月

25・

26・

31日
、
県

本
部
は
統
一
要
求
を
全
県
で

提
出
し
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策

の
た
め
一
部
自
治
体
は
単
組

か
ら
要
求
書
を
提
出
し
て
い

ま
す
。
〔
文
責
：
県
本
部
〕

【
Ａ
市
】
人
勧
で
の
マ
イ
ナ

ス
勧
告
の
反
映
は

12月
一
時

金
で
調
整
。
保
育
職
場
の
処

遇
改
善
は
何
ら
か
の
改
善
が

必
要
と
認
識
、
方
法
・
対
象

者
な
ど
は
未
定
。
【
Ｂ
町
】

初
任
給
改
善
は
他
の
自
治
体

の
動
向
な
ど
を
見
な
が
ら
検

討
。
ケ
ア
労
働
者
の
処
遇
改

善
は
必
要
と
認
識
。
現
在
他

市
町
の
情
報
収
集
中
。
人
材

確
保
に
も
つ
な
げ
た
い
。
人

口
減
な
の
に
業
務
増
な
の
で

会
計
年
度
任
用
職
員
に
頼
ら

ざ
る
を
え
な
い
。
【
Ｃ
市
】

職
場
で
感
染
者
や
濃
厚
接
触

者
が
出
た
場
合
に
、
業
務
が

滞
ら
な
い
よ
う
応
援
体
制
な

ど
対
策
を
検
討
中
。
保
育
士

等
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
は
、

給
与
担
当
と
財
政
が
協
議
。

【
Ｄ
水
道
】
人
員
確
保
し
た

い
が
人
が
来
な
い
。
国
内
の

技
師
全
体
の
数
も
減
っ
て
お

り
、
国
全
体
で
考
え
て
ほ
し

い
。
技
師
の
高
卒
確
保
（
初

級
採
用
）
も
要
求
し
て
い
る
。

【
Ｅ
市
】
国
準
拠
だ
が
高
卒

初
任
給
に
つ
い
て
は
研
究
し

た
い
。
労
働
時
間
管
理
は
自

治
体
Ｄ
Ｘ
も
あ
り
予
算
上
可

能
な
ら
進
め
た
い
。
【
Ｆ
市
】

処
遇
改
善
は
保
育
と
学
童
保

育
が
対
象
、
会
計
年
度
職
員

は
見
直
し
を
検
討
し
た
い
。

本
庁
は
タ
イ
ム
カ
ー
ド
打
刻

だ
が
Ｐ
Ｃ
管
理
へ
の
移
行
を

検
討
中
。
【
Ｇ
社
協
】
賃
金

は
組
合
要
望
も
踏
ま
え
、
今

年
４
月
よ
り
保
育
士
等
の
給

料
表
を
変
更
し
初
任
給
や
昇

格
基
準
も
改
善
す
る
。
処
遇

改
善
加
算
の
制
度
も
活
用
す

る
。
【
Ｈ
町
】
組
合
と
も
協

議
し
て
い
た
初
任
給
改
善
は

実
施
。
保
育
士
等
の
処
遇
改

善
は
早
急
に
対
応
、
基
本
給

改
善
は
現
実
的
で
は
な
く
手

当
支
給
が
一
番
良
い
が
方
法

は
検
討
中
。
職
員
確
保
が
非

常
に
厳
し
い
。
【
Ｉ
市
】
保

育
士
等
の
処
遇
改
善
は
、
国

通
知
が
あ
っ
た
以
上
改
善
す

べ
き
と
考
え
て
お
り
、
正
規

も
会
計
年
度
職
員
も
同
じ
対

応
で
認
識
。
男
性
の
育
休
取

得
は
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
時

に
制
度
周
知
し
て
い
る
。
来

年
度
会
計
年
度
職
員
の
公
募

時
に
組
合
要
求
の
賃
金
（
初

任
給
や
基
本
給
の
上
限
等
）

見
直
し
を
検
討
す
る
。
【
Ｊ

病
院
】
看
護
師
等
の
処
遇
改

善
は
検
討
中
。
基
本
給
引
き

上
げ
で
の
対
応
は
厳
し
い
の

で
手
当
支
給
か
を
検
討
段
階
。

【
Ｋ
市
】
人
勧
は
県
準
拠
対

応
。
職
員
採
用
は
一
般
職
は

退
職
者
補
充
で
き
て
い
な
い
。

技
師
の
採
用
が
困
難
。
【
Ｌ

病
院
】
多
く
の
人
に
就
職
先

と
し
て
選
ば
れ
る
病
院
に
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
処
遇

改
善
は
病
院
と
し
て
ど
こ
ま

で
で
き
る
の
か
検
討
す
る
。

病
院
と
老
健
施
設
も
対
象
。

案
を
提
示
し
組
合
と
も
協
力

し
や
っ
て
い
く
。
【
Ｍ
社
協
】

介
護
の
処
遇
改
善
は
、
実
施

す
る
予
定
で
動
い
て
は
い
る

が
、
情
報
が
少
な
く
悩
ん
で

い
る
。
せ
っ
か
く
の
国
の
制

度
な
の
で
活
用
す
る
。

（１） 第５４１号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２２年 ２月２０日

第 ５４１ 号

日 程

【２月】

21 保育部会県子育て支援課

要請

23 いのちとくらしを守る全

国交流集会（web）

26 自治労連青年・女性ステッ

プセミナー（web）

【３月】

２ 中央行動

３ 自治労連全国代表者会議

５ 青年部幹事会

青プロ四国実行委員会

（web）

６ 公衆衛生全国交流集会

８ 四国総行動・人事院四国

事務局要請

９ 集中回答日

10 全国一斉行動日

11 ３・11集会・デモ

12 県本部拡大執行委員会

13 伊方原発とめる会学習会

25 「いのち守る運動」宣伝

28 県民大運動総会

【４月】

16 県本部拡大執行委員会

２月12日午後「県本部2022組織集会」をｗｅｂ併用で開催し、13単組25人が参加。森賀副委員長が組織強化・拡大の基本方

針を提起。実践報告として、山口自治労連から三谷書記長と宇部市職労・兼重書記長に「会計年度

任用職員組織化に向けて」と題して報告いただきました。山口では、学童保育の組織化に力を入れ、

自治体間の横のつながりも活かし組織化を進めていること。組織化にあたってのきっかけとして①

機関紙が全職場へ届く、②職場オルグで組合が見える、③職場アンケートで職場実態を知り結果を

返すことを重視し、組織化への課題が出た場合には解決への学習会を行い、当事者の納得も得なが

ら組織率を引き上げているなどの報告がありました。

続いて「新採職員組合加入」と題し、伊予市職労から木曽副委員長にパワポを使って伊予市職

労での新採加入の課題とそれをどのように乗り越えてきたかを報告いただきました。伊予市職労

では新採の組合加入率が減少していた現実を正面から受け止め、全国の組織集会で学び、新採説

明会の方法を根本的に見直したこと、参加する新採職員が聞きやすい状況を、ランチミーティン

グや先輩が横に座る形などでつくり、組合の説明も職場の環境改善や職員の親睦・交流を目的に

活動しているなど説明を工夫したこと、加入用紙もその場で書いてもらうよう新採全員の加入が

当たり前で自然な流れであると感じてもらえるよう工夫し、全員加入を実現したことを報告。単に

組合員を獲得したい、組織を維持したいという思いではなく、不安と期待を胸に抱えて入庁した新

採職員に「新採職員や職場のみんなのために活動している」ことを伝えていくことを重視している

ことを話し、新採職員の組合加入へ準備をはじめましょうと呼びかけました。

特別報告では自治労連本部・蛯名中央執行委員に「消防職員に団結権を」と題して、消防職員と

組合との関係について発言いただきました。消防職員には団結権がない一方、コロナ禍では感染の危険と隣り合わせで重装備

での業務行っているなど説明、消防職員の意見や声を聞いて、要求を労安委員会や当局交渉に加えるなどの提案がありました。

報告を受けての討論では、今後の運動として①組織拡大目標の単組での設定、当日までの具体的な準備等スケジュール管理、

②ケア労働者の処遇改善、③消防職員へのアンケートのとりくみを中心に提起後、フリー討議を行い、「組合加入後のフォロー

をどうすればいいか」など各単組での組織拡大での課題や拡大の視点をを出しあい、組織化へのヒントを確認し合いました。



西
条
市
職
労
は
１
月

12日
、

執
行
委
員
会
を
開
催
し

25人

が
参
加
。
山
内
委
員
長
か
ら

西
条
市
内
で
発
生
し
た
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
応
に

つ
い
て
「
年
末
年
始
期
間
中

に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
職

員
が
対
応
に
当
た
っ
て
い
る
。

作
業
を
終
え
て
疲
れ
切
っ
た

職
員
の
顔
を
見
て
、
現
場
の

過
酷
な
状
況
の
話
も
多
数
聞

い
て
い
る
」
と
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
組
合
員
か
ら
も
勤

務
体
制
上
の
課
題
や
時
間
外

手
当
の
対
応
等
に
つ
い
て
問

い
合
わ
せ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

他
県
の
事
例
な
ど
も
参
考
に

対
応
を
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

県
本
部
か
ら
問
題
点
の
指
摘

と
合
わ
せ
て
、
組
合
と
し
て

要
求
す
べ
き
点
の
ア
ド
バ
イ

ス
が
あ
り
、
課
題
を
整
理
し

ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
活
動
報

告
で
は
、
現
業
部
、
保
育
部

な
ど
か
ら
の
活
動
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

今
治
水
道
労
組
は
１
月

17

日
、
執
行
委
員
会
を
開
催
し

10人
が
参
加
。
経
過
報
告
の

後
、
議
題
と
し
て
、
①
「
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
応
に
か

か
る
課
題
等
の
整
理
」
で
は

県
本
部
よ
り
県
職
員
や
西
条

市
職
労
で
の
対
応
等
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
、
執
行
委
員

か
ら
「
作
業
時
間
８
時
間
は

過
酷
。
今
回
は
冬
場
だ
っ
た

の
で
辛
う
じ
て
対
応
で
き
た

が
、
夏
場
だ
と
４
時
間
作
業

で
も
過
酷
な
の
で
、
こ
う
し

た
勤
務
シ
フ
ト
の
割
り
振
り

を
要
求
課
題
と
し
て
精
査
す

る
必
要
が
あ
る
」
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
「
組
合
規
約
の
改
定
」

で
は
、
組
合
執
行
部
へ
多
く

の
組
合
員
が
参
画
で
き
る
組

合
運
営
を
め
ざ
す
視
点
で
の

改
定
項
目
の
提
案
も
あ
り
ま

し
た
。

久
万
高
原
町
職
は
１
月

19

日
、
執
行
委
員
会
を
開
催
し

６
人
が
参
加
。
町
立
病
院
の

状
況
に
つ
い
て
「
看
護
師
が

不
足
し
て
お
り
先
月
よ
り
も

し
ん
ど
い
状
況
」
「
外
来
勤

務
の
拘
束
時
間
が
長
い
」
な

ど
の
状
況
が
出
さ
れ
、
病
院

支
部
か
ら
単
組
要
求
書
を
提

出
し
事
務
局
長
ら
に
申
し
入

れ
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
ま
た
国
か
ら
示
さ
れ
て

い
る
処
遇
改
善
事
業
補
助
金

制
度
の
状
況
を
情
報
交
換
。

県
本
部
か
ら
「
自
治
体
病
院

で
の
支
給
は
条
例
改
正
の
問

題
も
あ
り
難
し
い
が
、
議
会

へ
の
条
例
改
正
を
年
度
中
に

提
案
す
る
こ
と
で
補
助
を
受

け
と
れ
る
配
慮
が
さ
れ
て
い

る
」
な
ど
の
説
明
が
あ
り
、

中
野
副
委
員
長
か
ら
「
業
務

従
事
手
当
改
定
の
可
能
性
や

条
例
改
正
で
の
当
直
手
当
・

夜
勤
手
当
の
改
善
な
ど
職
員

の
給
与
増
も
は
か
り
た
い
」

な
ど
の
意
見
も
出
さ
れ
ま
し

た
。

県
本
部
青
年
部
は
１
月

15

日
幹
事
会
を
ｗ
ｅ
ｂ
で
開
催

し
、
５
単
組
６
人
が
参
加
。

は
じ
め
に
、
単
組
状
況
を
交

流
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
間
を
ぬ
っ

て
新
採
歓
迎
会
や
学
習
会
な

ど
を
行
っ
た
と
報
告
。
続
い

て
「
県
自
治
研
青
年
講
座
」

と
「
青
プ
ロ
四
国
プ
レ
企
画
」

を
総
括
。
内
容
は
成
功
と
言

え
る
も
の
の
事
前
の
準
備
不

足
に
つ
い
て
言
及
が
あ
り
、

綿
密
な
準
備
と
「
民
主
的
自

治
体
労
働
者
論
」
の
議
論
を

ど
う
深
め
る
か
な
ど
、
青
プ

ロ
本
番
に
む
け
て
の
課
題
を

確
認
。
続
い
て
青
プ
ロ
四
国

本
番
企
画
へ
、
実
践
報
告
の

テ
ー
マ
と
発
言
者
の
選
定
、

各
県
ア
ピ
ー
ル
の
内
容
、
参

加
呼
び
か
け
の
愛
媛
の
準
備

を
相
談
。
細
部
は
次
回
幹
事

会
や
青
プ
ロ
四
国
実
行
委
員

会
を
受
け
て
内
容
を
つ
め
て

い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

県
本
部
書
記
部
会
は
１
月

14日
、
定
期
総
会
を
開
催
し

９
単
組

14人
が
参
加
。
各
自

の
自
己
紹
介
と
あ
わ
せ
活
動

経
過
を
報
告
。
書
記
部
会
と

し
て
県
本
部
・
各
単
組
委
員

長
へ
の
「
要
望
項
目
」
に
つ

い
て
相
談
し
『
要
望
書
』
を

３
月
執
行
委
員
会
に
提
出
と

し
ま
し
た
。
各
総
支
部
か
ら

今
年
度
の
書
記
部
会
世
話
人

を
選
出
。
「
各
単
組
書
記
実

態
調
査
」
「
書
記
名
簿
」
を

も
と
に
各
書
記
局
の
条
件
な

ど
比
較
し
て
改
善
に
つ
な
げ

る
こ
と
も
確
認
し
ま
し
た
。

定
期
総
会
後
の
交
流
で
は

「
書
記
政
策
（
案
）
」
と

「
書
記
局
の
運
営
と
実
務
の

手
引
き
」
も
同
時
に
使
い
、

自
治
労
連
の
役
員
と
書
記
が

団
結
し
運
動
の
中
心
を
果
た

せ
る
書
記
局
の
役
割
に
つ
い

て
学
習
。
そ
の
後
、
資
料
を

も
と
に
書
記
同
士
で
率
直
な

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

１
月

29日
、
愛
媛
労
連
は

第

34回
中
央
委
員
会
を
ｗ
ｅ

ｂ
併
用
で
開
催
し

49人
が
参

加
。
方
針
提
案
で
烏
谷
事
務

局
長
は
賃
金
の
大
幅
な
引
き

上
げ
、
人
間
ら
し
く
働
く
ル
ー

ル
確
立
、
医
療
・
公
衆
衛
生
・

公
務
公
共
体
制
拡
充
な
ど
ポ

イ
ン
ト
を
話
し
、
「
要
求
と

目
的
の
明
確
化
」
「
組
織
強

化
・
拡
大
を
全
て
の
と
り
く

み
に
位
置
づ
け
」
な
ど
提
起
。

討
論
で
は
９
人
が
発
言
。
自

治
労
連
か
ら
県
本
部
・
堀
川

書
記
次
長
「
公
務
員
初
任
給

引
き
上
げ
、
ケ
ア
労
働
者
処

遇
改
善
加
算
」
、
今
治
市
職
・

西
原
書
記
長
「
職
場
自
治
研

開
催
。
団
体
交
渉
に
職
場
の

声
も
反
映
し
活
動
」
な
ど
発

言
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
大
幅
賃

上
げ
・
底
上
げ
で
誰
も
が
希

望
も
て
る
公
正
な
社
会
を
労

働
組
合
で
い
っ
し
ょ
に
つ
く

ろ
う
」
の
も
と
、

22春
闘
方

針
を
確
立
し
ま
し
た
。

■
今
年
は
元
旦
か
ら
仕
事
で

し
た
。
西
条
で
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
た
め
で

す
。
お
か
げ
で
休
み
ボ
ケ
す

る
こ
と
な
く
年
始
か
ら
全
開

で
仕
事
が
で
き
ま
す
。
こ
れ

以
上
感
染
が
拡
大
し
な
い
こ

と
を
祈
り
た
い
で
す
。

（
西
条
・
中
島
）

■
年
明
け
か
ら
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
応
援
勤
務
が
発
生

し
て
大
変
で
し
た
。
で
も
お

陰
で
正
月
ボ
ケ
は
早
い
段
階

で
抜
け
ま
し
た
。

（
新
居
浜
・
藤
原
）

■
早
く
も
年
度
末
が
近
づ
き
、

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
解
い
て
い

る
間
に
１
月
は
「
い
っ
て
」

し
ま
い
ま
し
た
。
年
度
末
事

務
や
引
継
ぎ
資
料
の
作
成
な

ど
忙
し
い
で
す
が
、
最
後
の

ひ
と
踏
ん
張
り
、
頑
張
ろ
う

と
思
い
ま
す
。

（
新
居
浜
・
大
坪
）

■
寒
さ
が
身
に
し
み
ま
す
。

こ
ん
な
時
に
飲
む
コ
コ
ア
も

身
に
し
み
ま
す
。

（
宇
和
島
・
青
木
）

■
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
が
大
好
き

な
私
は
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ

を
ま
だ
触
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。
響
き
が
好
き
で
、

何
度
も
店
先
で
眺
め
つ
つ
見

送
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
い
つ

の
日
か
庭
に
植
え
た
時
、
こ

の
投
稿
を
思
い
出
す
と
思
い

ま
す
。

（
新
居
浜
・
西
原
）

■
僕
は
フ
ァ
ミ
コ
ン
世
代
で

す
。
子
ど
も
は
毎
日
ニ
ン
テ

ン
ド
ウ
ス
イ
ッ
チ
で
遊
ん
で

い
ま
す
。
う
ち
の
親
も
僕
も

子
ど
も
に
対
し
て
同
じ
こ
と

言
っ
て
ま
す
。
「
ゲ
ー
ム
の

時
間
を
守
っ
て
、
ち
ゃ
ん
と

宿
題
し
な
さ
い
！
」

（
今
治
一
般
・
越
智
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５４１号

２０２２年 ２月２０日

■
５
３
９
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
」

で
し
た
。
正
解
は

22通
で
し

た
。
正
解
者
の
な
か
か
ら
５

人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を
進

呈
い
た
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

藤
代
大
樹
（
西

予
）

大
西
梨
央
（
新
居
浜
）

村
上
か
よ
（
今

治
）

藤
井
隆
嗣
（
新
居
浜
）

日
野
千
代
子
（
西

条
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
３
月

27日
【
発

表
】
５
４
３
号
（
４
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①団体で観光地などめぐる大型自動車

④胃から突き上げる、胸が焼けつく感じ

⑦食料を買うための費用の昔の言い方。食費

⑧日本語の感動詞。よし。語尾を伸ばして

発音・表記されることも

⑨薬を売る店。くすりや

【タテのカギ】

①深く身にしみて感じしみじみとした気持ち。

感慨無量

②許嫁。フィアンセの日本語での言い方

③メキシコ原産トウガラシの品種。ハ○○ロ

⑤約束を取り交わすこと。○○○○書、

○○○○社員

⑥街中にある金融業者。サラ金

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
９
文
字
で
、

自
然
の
価
値
が
高
く
重
要
な
も
の

に
し
て
下
さ
い
。

お
た

よ
り

あ
り
が

と
う


